
 

 
八千代市文化財指定記念号 

～石造二十三夜・日記念仏塔～

平成３０年９月６日。八千代市に新たな指定文化財が加わりました。新しい指定文化財は、

萱田にある長福寺
ち ょ う ふ く じ

の境内にあります。その姿は三重塔状
さんじゅうのとうじょう

に屋根を重ねた石造
せきぞう

の層塔
そうとう

で、刻まれ

た銘文
めいぶん

から江戸時代の寛
かん

文
ぶん

９（1669）年に建立
こんりゅう

されました。二十三夜講
にじゅうさんやこう

と日記
に っ き

念仏講
ねんぶつこう

の満願
まんがん

成
じょう

就
じゅ

を記念した供養塔
く よ う と う

として建立されたことから「石造
せきぞう

二十三夜
に じ ゅ う さ ん や

・日記念仏
に っ き ね ん ぶ つ

塔
とう

（層塔
そうとう

）」として指

定されました。

 

萱田山観音院長福寺 

 「石造二十三夜・日記念仏塔（層塔）」の所

在する萱田山
か や た さ ん

観音
かんのん

院
いん

長福寺
ちょうふくじ

は真言宗
しんごんしゅう

豊山派
ぶ ざ ん は

の

寺院
じ い ん

で、本尊
ほんぞん

は阿弥陀如来
あ み だ に ょ ら い

です。寺伝
じ で ん

によれ

ば創建
そうけん

は長 享
ちょうきょう

元年
がんねん

（1487）年。火災により一

度焼失しましたが、元和
げ ん な

二年（1616 年）に再

建されたといわれています。朱色
しゅいろ

の山門
さんもん

から

「萱田の赤寺
あかでら

」として親
した

しまれており、境内
けいだい

には吉
よし

橋
はし

大師
だ い し

講
こう

の札所
ふだしょ

や、八千代八福神の一

つ寿老人も所在しています。また、市指定文

化財である飯綱神社の「参道
さんどう

石段
いしだん

58級
きゅう

」の天

保３(1832)年の石段標には、別當
べっとう

(当)長福寺

の名がみられ、神仏
しんぶつ

混淆
こんこう

の時代であった江戸

時代には、飯綱神社の別当寺（神社の管理を

行う寺）を務めるなど、地域の歴史と深く結

びついていることがわかります。

 

石造二十三夜・日記念仏塔（層塔）

二十三夜講並びに日記念仏講の満願成就に

当たり寛文９年に建立された供養塔です。簡
かん

素
そ

ながら大
おお

振
ぶ

りで力強い造りは、この時期の

特徴をよく表しています。 

二十三夜塔は、月待講
つきまちこう

の一つ二十三夜講の

供養塔で、市内では約 60 基が確認されていま

す。月待講とは、特定の月齢
げつれい

の夜に集まり経

等を唱え、月を拝む講で、市内では、十九夜

講の供養塔が多く見られます。市内の二十三

夜塔の初出は、吉橋字尾崎にある寛文８

(1668)年のもので、当塔はこれの次に古いも

のです。 

日記念仏塔は、オニッキ等と呼ばれる月毎

に特定の日を決めて行う念仏講で造塔される

ものです。しかし、市内では造塔の例は少な

く、初出は吉橋の寛文８(1668)年のもので、

当塔はこれの次に古いものです。 

通常、講毎に供養塔を建立することから、

二つの講が合同で供養塔を建てる珍しい例で

あり、念仏塔としても二十三夜塔としても早

い時期に建てられたものです。また、現在の

ところ千葉県内において、同様の型式の供養

塔は知られておらず、江戸時代初めの当地に

おける信仰の様子を知る上で重要な資料です。 
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１
 
名

 
称

 
石
造
二
十
三
夜
・
日
記
念
仏
塔
（
層
塔
）

 

２
 
員

 
数

 
１
基

 

３
 
所
在
地

 
萱
田

1
4
2
7
（
萱
田
山
長
福
寺
境
内
）

 

４
 
所
有
者

 
宗
教
法
人
長
福
寺

 

５
 
種

 
類

 
民
俗
文
化
財
（
有
形
）

 

６
 
形
状
・
材
質
・
寸
法

 
形

 
状
：
三
重
塔
状
に
笠
を
重
ね
た
層
塔
で
，
最
上
部
は
後
補
と
考
え
ら
れ
，
一
回
り
小
さ
い
笠
と
，
別
材
と
思
わ
れ
る
宝
珠
部
を
乗
せ
る
。
 

笠
部
は
各
層
と
も
四
隅
に
陵
を
作
り
出
す
反
り
屋
根
状
で
，
軒
裏
に
垂
木
が
刻
出
さ
れ
て
い
る
。

 

基
 
礎

 
正
面
台
形
，
上
面
前
方
の
隅
に
円
形
の
窪
み
あ
り

 

初
 
層

 
正
面
に
方
形
龕
（
仏
像
等
を
納
め
る
た
め
の
四
角
い
掘
り
こ
み
）
あ
り
，
右
側
面

 
月
形
刳
抜
き

 
人
名
（
女
性
）
あ
り
，

 

左
側
面

 
日
形
刳
抜
き

 
人
名
（
男
性
）
有
り
，
裏
面
銘
文
・
人
名
有
り

 

第
２
層

 
正
面

 
勢
至
菩
薩
坐
像
半
肉
彫
り
，
左
右
側
面
銘
文
有
り

 

第
３
層

 
四
面
無
地

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
材

 
質
：
安
山
岩
製

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
寸

 
法
：
総

 
 
 
 
 
高

 
 

2
3
8
0
m
m
 

 

基
 

 
 
 
礎

 
 
高
さ

4
4
0
m
m
 
幅
：
上
端

5
2
0
m
m
 
下
端

6
2
0
m
m
 

 

初
 

 
 
層

 
 
 
高
さ

3
9
0
m
m
 
幅

4
2
0
m
m
 

方
 
形

 
龕

 
 
高
さ

2
5
0
m
m
 
幅

3
0
0
m
m
 
奥
行

3
0
0
m
m
 

初
層
笠
部

 
 

 
屋
根
状
を
為
し
，
軒
先
を
そ
り
上
げ
る
。
軒
裏
部
分
に
は
垂
木
が
刻
出
さ
れ
る

。
 

高
さ

2
3
0
m
m
 
最
大
幅

6
3
0
m
m
 
 

第
 
２

 
層

 
 
高
さ

3
4
0
m
m
 
幅

3
7
0
m
m
 

第
２
層
笠
部

 
 
形
状
は
第

1
層
笠
部
と
同
じ
。

 
高
さ

2
1
0
m
m
 
最
大
幅

6
2
5
m
m
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第

 
３

 
層

 
 
高
さ

2
7
0
m
m
 
幅

 
3
3
0
m
m
 

第
３
層
笠
部

 
 
第

1
層
と
同
じ
形
状
の
笠
部
の
上
に
笠
及
び
宝
珠
が
載
る
。

 
高
さ

2
1
0
m
m
 
最
大
幅

 
5
2
5
m
m
 

最
上
部
笠
部

 
 
他
の
笠
部
同
様
屋
根
状
を
為
し
，
軒
先
を
反
り
上
げ
る
形
状
だ
が
，
軒
裏
の
表
現
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

 

高
さ

1
1
0
m
m
 
最
大
幅

 
2
3
3
m
m
 

最
上
部
宝
珠
部

 
高
さ

1
8
0
m
m
 
最
大
幅

 
1
7
0
m
m
 



  

お 徒 る  

お く ら  

お く ま  

お と ら  

お よ め  

お こ や お き く  

お た つ お と ら  

お □ も お さ る  

お よ し お ま す  

お た ん お と こ  

ま す □  

□ せ と お ま  

一 結 施 主  お み の 祢 い  

お さ る ま ん 女  

女 中 衆  

お い せ お よ  

お 徒 る  

お く ら  

お く ま  

お と ら  

お よ め  

お こ や お き く  

お た つ お と ら  

お □ も お さ る  

お よ し お ま す  

お た ん お と こ  

ま す □  

□ せ と お ま  

一 結 施 主  お み の 祢 い  

お さ る ま ん 女  

女 中 衆  

お い せ お よ  

本 願  花 嶋 七 良 兵 衛  

定  宥   一 良 左 エ 門  

七 良 左 エ 門 文  十 良  

半 兵 衛 清  八 良  

一 結 施 主  長 十 良  長  七 良  
     弥 一 良  治 左 エ 門  
     孫 十 良   

     權 七 良  太  兵 衛  
     助 十 良  久  三 良  
     長 三 良  孫 右 エ 門  
     善 七 良  
     十 右 エ 門 長 右 エ 門  
     清 左 エ 門 与 右 エ 門  
     甚 十 良  源 右 エ 門  
     兵   藏  
     久 二 良  又 右 エ 門  
     惣 二 良  源  二 良  
     庄 八 良  
     吉 十 良  新 右 エ 門  

本 願  花 嶋 七 良 兵 衛  

定  宥  一 良 左 エ 門  

七 良 左 エ 門 文 十 良  

半 兵 衛 清 八 良  

一 結 施 主 長 十  良 長 七  良  
     弥 一  良 治 左 エ 門  
     孫 十  良  
     權 七  良 太 兵  衛  
     助 十  良 久 三  良  
     長 三  良 孫 右 エ 門  
     善 七  良  
     十 右 エ 門 長 右 エ 門  
     清 左 エ 門 与 右 エ 門  
     甚 十  良 源 右 エ 門  
     兵   藏  
     久 二  良 又 右 エ 門  
     惣 二  良 源 二  良  
     庄 八  良  
     吉 十  良 新 右 エ 門  

寛 文 九   天  

      宥 秀 代 作 之  

敬 白  

           加 左 エ 門  

           二 良 右 エ 門  

           二 良 兵 衛  

酉
己

 

寛 文 九   天  

      宥 秀 代 作 之  

敬 白     

           加 左 エ 門  

           二 良 右 エ 門  

           二 良 兵 衛  

 

酉
己

 

寛 文 九  年 萱 田 村  

 

（ サ ク ） 奉 造 立 塔 供 養 廾 三 夜 講  

開 眼 現 當 二 世 悉 地 成 就 所  

 
二 月 廾 三 日 敬 白  

酉
己

 

寛 文 九  年 萱 田 村  

( サ ク ) 奉 造 立 塔 供 養 廾 三 夜 講  

開 眼 現 當 二 世 悉 地 成 就 所  
 
 

二 月 廾 三 日 敬 白  

酉
己

 

寛 文 九 年 萱 田 村  

 

（ ｷﾘｰｸ ） 日 記 念 佛 供 養 開 眼  

所 願 成 就 所  

 

二 月 十 日 敬 白  

酉
己

 

寛 文 九 年  萱 田 村  

 

（ ｷﾘｰｸ ） 日 記 念 佛 供 養 開 眼  

所 願 成 就 所  
 
 

二 月 十 日 敬 白  

酉
己

 

基
 
 
礎

 

4
4

0
m

m
 

初
 
 
層

 

3
9

0
m

m
 

初
層
笠
部

 

2
3

0
m

m
 

第
2
層

 

3
4

0
m

m
 

第
2
層
笠
部

 

2
1

0
m

m
 

第
3
層
 

2
7
0

m
m

 

第
3
層
笠
部
 

2
1
0

m
m

 

萱
田
山
観
音
院
長
福
寺
所
在

 

石
造
二
十
三
夜
・
日
記
念
仏
塔
（
層
塔
）
模
式
図

 

宝
珠
部
 

1
8

0
m

m
 

最
上
部
笠
部
 

1
1

0
m

m
 

（
右
側
面
）

 
（
左
側
面
）

 
（
裏
面
）

 

（
右
側
面
）

 
（
左
側
面
）
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